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生存率を算定する上で対象となる症例範囲を決定する区分 

症例区分２：診断ならびに初回治療に関する決定・施行がなされた症例

症例区分３：他施設で診断確定され、自施設で初回治療方針に関する決定・施行がなされた症例。

上記を集計対象とし、算出することとする。 

UICCの定めるステージング方法に基づき、何らかの治療の行われる以前につけられた病期を指す。

我国の通常臨床現場で使用されるがん取扱い規約に基づくステージとは若干異なる部分がある。

癌腫が分類の対象となっていることから、組織診断名コードをもとに、肉腫やリンパ腫、カルチノイドを

除いて集計している。 

治療 登録対象となったがんに対する初回治療である。 

治療開始時点で計画された一連の治療のことであり、症状・治療の進行に従って後に追加された

治療は含まれないことに注意する必要がある。特に当初、経過観察が計画されて病状が悪化した

ために治療が行われた場合も初回治療はなしとなる。初回治療として計画されていても、他院で

施行されたものは登録されず、登録施設で行われた治療のみが登録対象となる。症状緩和的な

目的でおこなわれた手術や放射線治療も部分的に腫瘍に対する治療であるといえることから、

登録対象の治療に含まれる。 

症例区分

初回治療

治療前ステージ
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悪性リンパ腫

多発性骨髄腫

白血病

全国推定年齢調整罹患率全国推定年齢調整罹患率
（対人口１０万人）（対人口１０万人）((昭和６０年日本人モデル人口）昭和６０年日本人モデル人口）

出典：国立がん研究センターがん対策情報センター
全国がん罹患数・率推定値 １９７５-２００７年
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悪性リンパ腫の原発／主病変想定部位
主な節外部位とその頻度
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血液がん患者さんの来院経路
（どこから御紹介があったのでしょう）
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